
* 必須

ひとり親世帯の子どもの生活実態アンケート
この調査は、ひとり親世帯への支援をより良いものにしていくための基礎資料として実施するものです。もし回答に迷う場合はあなたの気持
ちやお考えにできるだけ近いものを選んでください。個人が特定されることは一切ありませんので、ぜひアンケートへのご協力をお願いします。

世帯の情報

受給している

受給していない

現在（令和4年11月～令和5年10月分）児童扶養手当を受給していますか。 * 1.

１人

２人

３人

４人以上

児童扶養手当の対象となっているお子さんの人数を教えてください。 * 2.



就労状況について

１つの仕事をしていた

２つ以上の仕事をしていた

仕事をしていなかった

あなたは８月１日現在、収入をともなう仕事をしていましたか。 * 3.

正規の職員・従業員

パート・アルバイト

契約社員・嘱託（臨時職員、準社員、非常勤職員等を含む）

派遣社員

会社・団体等の役員

自営業主（個人経営の商店主・農業主等の事業主を含む）

家族従事者（農家や個人商店等で仕事に従事している家族）

家庭での内職・在宅請負など

その他

その仕事の雇用形態を教えてください。（主な仕事） * 4.

副業はしていない

正規の職員・従業員

パート・アルバイト

契約社員・嘱託（臨時職員、準社員、非常勤職員等を含む）

派遣社員

会社・団体等の役員

自営業主（個人経営の商店主・農業主等の事業主を含む）

家族従事者（農家や個人商店等で仕事に従事している家族）

家庭での内職・在宅請負など

その他

主な仕事のほか副業をしていた場合、その仕事の雇用形態を教えてください。 * 5.



子どもの生活について
（一番下のお子さんについてお伺いします）

0歳～6歳

7歳～12歳

13歳～15歳

16歳以上

一番下のお子さんの年齢を教えてください。（８月１日時点） * 6.

ひとり

友だち

祖父母

きょうだい

親戚

先生や指導員などの大人

その他

そのお子さんは、放課後、誰と過ごすことが多いですか。（当てはまるものをすべてお選びください。） * 7.

自宅

友人宅

祖父母宅

親戚の家

児童センター

放課後児童クラブ

子ども食堂

塾や習い事

図書館などの公共施設

その他

そのお子さんは、放課後、どこで過ごすことが多いですか。（当てはまるものをすべてお選びください。）8.



子どもの習い事等
（一番下のお子さんについてお伺いします）

していた

していなかった

そのお子さんは８月１日現在、塾や習い事をしていましたか。 * 9.

学習塾・進学塾

家庭教師

通信教育

英語塾・珠算などの知識や能力の向上に関する習い事

絵画・音楽・習字などの文化や芸術に関する習い事

スポーツ（サッカー・水泳・ダンスなど）

その他

どのようなものを習っていましたか。（当てはまるものをすべてお選びください。） * 10.

子どもがやりたがらないから

必要性を感じないから

経済的に余裕がないから

家の近くに塾や習い事がないから

子どもが家で過ごす自由な時間が少なくなるから

他の家族の理解が得られないから

その他

お子さんが塾や習い事をしていなかった理由は何ですか。（当てはまるものをすべてお選びください。） * 11.



子どもの進路
（一番下のお子さんについてお伺いします）

中学校まで

中卒後の専門学校

高校

高卒後の専門学校

短大・高専

大学・大学院

とくに理想はない

その他

あなたは、一番下のお子さんに、理想的には、どの段階の学校まで進んでほしいと思いますか。 * 12.

中学校まで

中卒後の専門学校

高校

高卒後の専門学校

短大・高専

大学・大学院

わからない

その他

あなたは、一番下のお子さんは、現実的には、どの段階の学校まで進むと思いますか。 * 13.



相談相手について

自分の親

きょうだいや親戚

友人や同僚

町内会や民生委員など地域住民

保育園や幼稚園、学校の先生

子育て支援センター、放課後児童クラブ・児童センターなどのスタッフ

保健師や市役所などの窓口の職員

相談できる人はいない

その他

子どものこと（しつけ、健康、学力など）について相談できる人は誰ですか。（当てはまるものをすべてお選
びください。） * 

14.

自分の親

きょうだいや親戚

友人や同僚

町内会や民生委員など地域住民

保育園や幼稚園、学校の先生

子育て支援センター、放課後児童クラブ・児童センターなどのスタッフ

保健師や市役所などの窓口の職員

相談できる人はいない

その他

あなた自身のこと（仕事、健康など）について相談できる人は誰ですか。（当てはまるものをすべてお選び
ください。） * 

15.



自分の親

きょうだいや親戚

友人や同僚

町内会や民生委員など地域住民

保育園や幼稚園、学校の先生

子育て支援センター、放課後児童クラブ・児童センターなどのスタッフ

保健師や市役所などの窓口の職員

相談できる人はいない

その他

家計や教育費など、お金について相談できる人は誰ですか。（当てはまるものをすべてお選びください。） * 16.



子育て支援サービスについて

保育所等の施設

放課後児童クラブや児童センターなどの放課後の居場所

子どもを一時的に預かってくれる場所やサービス

子どもの教育のための経済的支援

生活のための経済的支援

子どもの医療制度

子どもの進路や就労について相談できるところ

保護者の就労について相談できるところ

保護者の資格取得・教育の機会の提供

子どもが安心して遊べる場所

地域における子どもの居場所

子育て中の親同士が交流できる場所

無償もしくは低料金の学習支援

家族以外の世代の異なる人との交流の機会の提供

特にない

わからない

その他

５年前と現在を比較して（お子さんが５歳未満の場合はお子さんが生まれたときと現在を比較して）、
充実したと思える子育て支援サービスを教えてください。（当てはまるものをすべてお選びください。） * 

17.



保育所等の施設

放課後児童クラブや児童センターなどの放課後の居場所

病児保育など子どもが病気のときの支援

子どもを一時的に預かってくれる場所やサービス

低い家賃で住めるところ

子どもの教育のための経済的支援

生活のための経済的支援

子どもの医療制度

子どもの発達について相談できるところ

子どもの進路や就労について相談できるところ

保護者の就労について相談できるところ

保護者の資格取得・教育の機会の提供

子どもの将来のために職場体験等ができる機会の提供

子どもが安心して遊べる場所

子どもが自然体験や集団遊びなどができる機会の提供

地域における子どもの居場所

子育て中の親同士が交流できる場所

親がしなくても子どもの送迎をしてくれるサービス

無償もしくは低料金の学習支援

家族以外の世代の異なる人との交流の機会の提供

特にない

その他

充実してほしいと考える子育て支援サービスを教えてください。（当てはまるものをすべてお選びください。） 
* 

18.



子ども食堂について

よく利用している

時々利用している

利用したことがないが、利用してみたいと思っている（今後利用予定である）

利用したことがないが、興味はある

利用したことがなく、今後も利用の予定はない

子ども食堂の利用状況について当てはまるものをお選びください。 * 19.

近くに子ども食堂がないため利用していない

開催時間が合わないため利用していない

子ども食堂についてよく分からない

その他

子ども食堂を利用したことがない理由をお選びください。（当てはまるものをすべてお選びください。） * 20.



医療機関の利用について

あった

なかった

過去１年間に医療機関で子どもを受診させたほうが良いと思ったが、実際には受診させなかったことがあり
ましたか。 * 

21.

医療機関に行く時間がなかったため

医療機関までの距離が遠く、通院することが困難であったため

保険証を持っておらず、医療費を支払うことが難しかったため

保険証は持っていたが、医療費を支払うことが難しかったため

新型コロナ感染症への感染が心配だったため

子どもが嫌だと言ったため

その他

受診しなかった理由をお選びください。（当てはまるものをすべてお選びください。） * 22.



経済状況について

よくあった

ときどきあった

まれにあった

まったくなかった

過去１年間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料を買えないことがありましたか。
※嗜好品（たばこ、お酒等）は含みません。 * 

23.



養育費について

取り決め額どおりもらっている

取り決め額より少ない額をもらっている

取り決め額より多い額をもらっている

取り決めをしたが、一度ももらえていない

取り決めをしてもらっていたが、途中からもらえていない

取り決めはしていないが、もらっている

取り決めもしていないし、もらっていない

あなたの養育費の受け取り状況について当てはまるものをお選びください。24.



新型コロナ感染症や物価高騰の影響

あなたの家庭では、新型コロナ感染症の拡大やコロナ以降の物価高騰で、世帯の経済状況がどのように
変わりましたか。それぞれ当てはまるものをお選びください。 * 

25.

増えた 減った 変わらない

養育費がもらえなくなった

養育費の額が減った

養育費の額が増えた

養育費の額は変わらない

コロナ前から養育費はもらっていない

あなたの家庭では、新型コロナ感染症の拡大やコロナ以降の物価高騰前と現在とで、養育費の状況がど
のように変わりましたか。それぞれ当てはまるものをお選びください。

26.

世帯の収入

世帯の支出

必要な食料や衣
服の購入を我慢
すること

生活費などの借り
入れ



このコンテンツは Microsoft によって作成または承認されたものではありません。送信したデータはフォームの所有者に送信されます。

Microsoft Forms

自由記述

最後に、盛岡市へのご意見がありましたら、自由にご記入ください。27.


